
副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

萩
原

能
久

副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

博
士

法
学

小
山

剛

阿
南
友
亮
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

は
じ
め
に

阿
南
友
亮
君
の
学
位
請
求
論
文

近
代
中
国
の
革
命
と
軍
隊
に
関

す
る
研
究
│
│
広
東
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
軍
隊
建
設
、
一
九
二

三
～
一
九
三
五
年

は
中
国
共
産
党
（
以
下
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た

め
に
文
脈
上
誤
解
が
生
じ
な
い
場
合
に
限
り
、
共
産
党
あ
る
い
は
た

ん
に
党
と
記
す
場
合
が
あ
る
）
の
創
立
直
後
か
ら
日
中
戦
争
が
始
ま

る
直
前
ま
で
の
時
期
に
か
け
て
、
同
党
が
革
命
の
た
め
の
軍
事
力
を

い
か
に
構
築
し
た
か
を
広
東
省
東
部
に
焦
点
を
当
て
て
詳
細
に
検
討

し
た
も
の
で
あ
る
。

広
東
省
は
一
九
二
四
年
に
国
民
党
と
共
産
党
に
よ
る
国
共
合
作
が

始
ま
っ
た
後
、
両
党
が
共
同
で
農
民
運
動
に
乗
り
出
し
、
農
民
を
動

員
し
て
革
命
の
た
め
の
軍
隊
を
構
築
し
よ
う
と
最
初
に
努
力
し
た
場

所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
か
ら
両
党
は
共
同
で
軍
隊
を
北

上
さ
せ
、
中
国
全
土
を
武
力
に
よ
っ
て
平
定
し
、
新
た
な
中
央
政
府

を
樹
立
す
る
た
め
の
企
て
、
す
な
わ
ち
北
伐
に
出
発
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
中
国
共
産
党
の
軍
隊
は
広
東
省
で
生
ま
れ
た
と
い
っ
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て
よ
い
。
阿
南
君
は
ま
さ
に
こ
の
革
命
軍
揺
籃
の
地
に
お
い
て
、
共

産
党
の
軍
事
力
が
い
か
な
る
素
材
か
ら
、
い
か
に
構
築
さ
れ
た
か
を
、

近
年
新
た
に
利
用
可
能
と
な
っ
た
史
料
に
基
づ
き
、
明
ら
か
に
し
よ

う
と
試
み
て
い
る
。
そ
の
際
、
阿
南
君
の
分
析
の
焦
点
は
、
共
産
党

の
軍
事
力
と
社
会
と
の
関
係
に
あ
る
。
中
国
共
産
党
の
公
式
の
党
史

は
、
一
九
二
〇
年
代
、
お
よ
び
三
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
土
地
革
命
を

通
じ
て
同
党
が
広
範
な
農
民
の
支
持
を
獲
得
し
、
農
民
が
共
産
党
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
社
会
変
革
の
成
果
を
守
ろ
う
と
積
極
的
に
革

命
軍
に
参
加
し
た
結
果
、
革
命
運
動
が
飛
躍
的
な
成
長
を
遂
げ
た
と

主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
共
産
党
に
よ
る
社
会
変
革
が
直
接
的
に

強
力
な
軍
事
力
に
変
換
さ
れ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

土
地
革
命
を
通
じ
た
農
村
社
会
の
変
革
が
見
事
に
軍
事
力
に
変
換
さ

れ
た
実
例
と
し
て
、
一
九
二
七
年
夏
の
国
共
合
作
崩
壊
直
後
に
広
東

省
で
成
立
し
た
海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
し
ば
し
ば
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。

日
本
留
学
帰
り
の
指
導
者
・
彭
湃
の
名
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
る
こ
の

革
命
の

聖
地

に
関
し
て
は
、
中
国
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
日
本

や
欧
米
の
研
究
者
も
詳
細
に
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
土
地
革
命
と

共
産
党
の
軍
隊
の
成
長
と
の
関
係
に
関
す
る
上
記
の
主
張
に
つ
い
て

は
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、
阿
南
君
は
主
と
し
て
広
東
省
档
案
館
に
所
蔵
さ
れ
た
当
時

の
党
内
文
書
に
基
づ
き
、
こ
の
中
国
革
命
を
象
徴
す
る
場
所
に
お
け

る
共
産
党
の
軍
事
力
の
構
築
が
、
社
会
変
革
の
試
み
と
ほ
と
ん
ど
連

動
し
て
い
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
同
党
の
軍
事
力
が
社
会
に
対
す
る

収
奪
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お

い
て
、
本
研
究
は
き
わ
め
て
修
正
主
義
的
な
色
彩
を
帯
び
て
お
り
、

中
国
共
産
党
の
最
終
的
な
勝
利
に
関
す
る
問
題
設
定
を
改
め
る
よ
う

わ
れ
わ
れ
に
迫
っ
て
い
る
。

1

論
文
の
構
成
と
各
章
の
概
要

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
論

第
1
章

中
国
共
産
党
初
期
の
軍
隊
建
設
構
想

問
題
の
所
在

第
1
節

革
命
と
軍
隊
建
設
に
関
す
る
中
国
共
産
党
と
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
の
認
識

（
1
）
中
国
共
産
党
の
初
期
の
認
識

（
2
）

革
命
軍
隊

に
関
す
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
認
識
お
よ
び

中
国
共
産
党
へ
の
指
示

第
2
節

中
国
共
産
党
に
お
け
る
軍
隊
建
設
に
関
す
る
具
体
的
構
想

の
形
成

（
1
）
中
国
の
軍
隊
と
そ
の
兵
士
に
関
す
る
中
国
共
産
党
内
の
議

論
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（
2
）
中
国
共
産
党
第
三
回
全
国
代
表
大
会
以
降
の
軍
隊
建
設
構

想

結
語

第
2
章

国
共
合
作
期
に
お
け
る
農
民
自
衛
軍
の
整
備
と

党
軍

建

設

問
題
の
所
在

第
1
節

農
民
自
衛
軍
の
誕
生

（
1
）
農
民
自
衛
軍
に
関
す
る
諸
規
定
の
制
定
と
初
期
の
事
例

（
2
）
広
州
農
民
運
動
講
習
所
と
黄
埔
陸
軍
軍
官
学
校
の
役
割

第
2
節

農
民
自
衛
軍
の
闘
争
と
発
展

（
1
）
闘
争
の
過
程
で
発
展
し
た
農
民
自
衛
軍
の
組
織
形
態
と
役

割

（
2
）

農
民
自
衛
軍
組
織
大
綱

と

農
民
自
衛
軍
章
程

の

制
定

（
3
）
広
東
に
お
け
る
農
民
自
衛
軍
の
規
模
と
内
訳

第
3
節

農
民
自
衛
軍
の
軍
隊
へ
の
編
入

（
1
）
国
民
党
の
取
り
組
み

（
2
）
広
東
北
江
工
農
自
衛
軍
の
北
上

第
4
節

初
期

党
軍

建
設
の
実
態

（
1
）
黄
埔
軍
校
教
導
団
の
編
制
過
程
お
よ
び
特
徴

（
2
）
共
産
党
の
初
期

党
軍

建
設
の
過
程
お
よ
び
特
徴

結
語

第
3
章

海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
再
検
証

問
題
の
所
在

第
1
節

海
陸
豊
に
お
け
る
初
期
武
力
構
築
と
二
度
の
蜂
起

（
1
）
海
豊
農
民
自
衛
軍
の
形
成

（
2
）
農
民
自
衛
軍
に
よ
る
二
度
の
蜂
起

第
2
節

工
農
革
命
軍
の
編
制
と
第
三
次
蜂
起

（
1
）
中
国
工
農
革
命
軍
第
二
師
、
海
豊
工
農
革
命
軍
団
隊
、
陸

豊
工
農
革
命
軍
団
隊
の
成
立

（
2
）
第
三
次
蜂
起

第
3
節

海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
お
け
る
土
地
改
革
と
動
員

（
1
）
土
地
革
命
の
試
み

（
2
）
各
種
武
装
組
織
の
新
設
と

徴
兵
条
例

の
施
行

（
3
）
中
国
工
農
革
命
軍
第
二
師
の
拡
充
と
中
国
工
農
革
命
軍
第

四
師
の
編
制

第
4
節

海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
め
ぐ
る
攻
防

（
1
）
陸
豊
に
お
け
る
宗
族
連
合
と
の
戦
い

（
2
）

向
外
発
展

（
3
）
海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
崩
壊

結
語

第
4
章

東
江
地
域
に
お
け
る
紅
軍
の
形
成
と
戦
い

問
題
の
所
在

第
1
節

大
南
山
に
お
け
る
根
拠
地
形
成
の
試
み

（
1
）
彭
湃
指
導
体
制
の
苦
闘

（
2
）
東
江
特
別
委
員
会
と
潮
陽
県
委
員
会
の
対
立
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第
2
節

八
郷
山
根
拠
地
の
形
成

（
1
）
共
産
党
残
存
勢
力
の
集
結

（
2
）
八
郷
山
を
め
ぐ
る
初
期
の
攻
防

（
3
）
八
郷
山
根
拠
地
と
豊
順
県
の
宗
族
間
対
立

第
3
節

中
国
工
農
紅
軍
第
六
軍
の
新
設
お
よ
び
そ
の
活
動
実
態

（
1
）
中
国
工
農
紅
軍
第
六
軍
第
一
六
師
の
五
個
団
の
形
成

（
2
）
一
九
二
九
年
の
秋
収
闘
争
の
失
敗
と
八
郷
山
根
拠
地
に
お

け
る
党
内
対
立
の
浮
上

第
4
節

東
江
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
お
よ
び
中
国
工
農
紅
軍
第
一
一
軍
の
成

立

（
1
）
東
江
地
域
に
お
け
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
建
設
と
中
国
工
農
紅
軍

第
一
一
軍
の
実
態

（
2
）
一
九
三
〇
年
の
進
攻
作
戦
と
八
郷
山
根
拠
地
の
喪
失

第
5
節

東
江
地
域
に
お
け
る
土
地
革
命
の
実
態

（
1
）
土
地
革
命
の
方
針
を
め
ぐ
る
共
産
党
中
央
の
紆
余
曲
折

（
2
）
秋
収
闘
争
に
お
け
る
土
地
革
命
の
状
況

（
3
）
東
江
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
成
立
以
降
の
土
地
革
命
の
実
態

第
6
節

東
江
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
お
け
る
動
員
の
限
界
と
東
江
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
の
崩
壊

（
1
）
東
江
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
お
け
る
紅
軍
拡
大
の
実
態

（
2
）
東
江
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
め
ぐ
る
攻
防

結
語

結
論

序
論
に
お
い
て
は
、
中
国
革
命
に
関
す
る
研
究
史
が
概
観
さ
れ
、

中
国
共
産
党
の
勝
利
が
国
民
党
と
の
軍
事
的
対
決
を
通
じ
て
も
た
ら

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
産
党
の
軍
隊
が
い
か
な
る
人
々
か
ら
、

い
か
に
し
て
構
成
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
軍
隊
の
活
動
に
不
可
欠
な
食

料
、
武
器
、
弾
薬
が
ど
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
た
か
と
い
う
問
題
の
検

討
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
日
中
戦

争
期
に
お
け
る
共
産
党
の
新
四
軍
の
活
動
と
社
会
と
の
関
係
に
つ
い

て
論
じ
た
研
究
が
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
対
象

と
し
て
い
る
時
期
と
地
域
は
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る
。
阿
南
君
に

よ
れ
ば
、
中
国
共
産
党
の
支
配
地
域
に
お
け
る
党
、
軍
、
社
会
と
い

う
三
者
の
関
係
に
関
す
る
研
究
が
不
足
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で

主
流
を
な
し
た
共
産
党
の
勝
利
に
関
す
る
説
明
の
論
理
に
研
究
者
た

ち
が
強
く
拘
束
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
論
理
と
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
共
産
党
は
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
伝
統
社
会
を
根
底
か
ら
改
造
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
大
多

数
を
占
め
る
農
民
の
積
極
的
な
支
持
を
勝
ち
取
っ
た
。
積
極
的
な
農

民
の
支
持
は
強
力
な
軍
事
力
へ
と
変
換
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
党

の
国
民
党
に
対
す
る
勝
利
は
確
定
的
な
も
の
と
な
り
、
一
九
四
九
年

の
最
終
的
勝
利
（
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
）
へ
と
導
い
た
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
理
を
採
用
す
る
研
究
者
は
、
共
産
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党
の
勝
利
を
説
明
す
る
際
に
、
社
会
変
革
を
通
じ
て
同
党
に
対
す
る

農
民
の
支
持
が
い
か
に
獲
得
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
集
中
し
、
軍

隊
の
建
設
や
維
持
と
い
っ
た
問
題
を
後
景
に
退
け
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
近
年
、
共
産
党
の
社
会
変
革
の
範
囲
と
程
度
を
根
本
か
ら
疑

問
視
す
る
重
要
な
修
正
主
義
的
文
献
が
い
く
つ
か
現
れ
た
。
阿
南
君

は
そ
れ
ら
の
著
作
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
共
産
党
と

農
民
と
の
最
初
の
接
触
が
な
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
広
東
省
に
焦
点
を

絞
り
、
中
国
共
産
党
成
立
直
後
か
ら
の
党
、
軍
、
社
会
の
関
係
を
根

底
か
ら
再
検
討
す
る
と
い
う
本
研
究
の
意
図
を
語
っ
て
い
る
。

第
1
章
に
お
い
て
は
、
初
期
の
中
国
共
産
党
に
お
け
る
軍
隊
建
設

に
関
す
る
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
創
設
直
後
の
同
党
の
路
線
と

そ
の
変
化
に
関
す
る
既
存
の
研
究
は
膨
大
で
あ
る
が
、
軍
隊
建
設
の

構
想
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
い

う
の
も
、
共
産
党
の
軍
隊
│
│
紅
軍
│
│
の
原
型
は
、
毛
沢
東
に
よ

っ
て
一
九
二
七
年
八
月
の
南
昌
蜂
起
に
際
し
て
形
作
ら
れ
た
と
い
う

理
解
が
、
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
や
欧
米
に
お
い
て
も
あ
ま
り
に
も

一
般
化
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
の
中
国
共

産
党
史
に
関
す
る
理
解
に
は
欠
落
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
阿

南
君
は
本
章
に
お
い
て
そ
の
欠
落
部
分
を
埋
め
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

中
国
共
産
党
は
一
九
二
一
年
七
月
に
誕
生
し
た
後
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
か
ら

革
命
軍
隊

を
組
織
す
る
こ
と
を
う
た
っ
た
。
だ
が
、

間
も
な
く
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
革
命
の
た
め
の
軍
隊
を
よ
り
広
範
な

大
衆
的
基
盤
の
上
に
置
く
よ
う
求
め
ら
れ
た
共
産
党
は
、
一
九
二
二

年
九
月
以
降
、
革
命
軍
の
兵
士
は
都
市
労
働
者
の
み
な
ら
ず
農
民
か

ら
も
供
給
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
始
め
た
。
だ
が
、
阿
南
君

に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
革
命
軍
の
基
盤
と
し
て
の
農
民
へ
の
期
待
は

大
き
く
な
く
、
農
民
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
こ
の
軍
隊
に
動
員
す
る

か
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
す
ぐ

に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
っ
て
た
し
な
め
ら
れ
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の

見
解
で
は
、
宣
伝
工
作
と
土
地
革
命
を
通
じ
て
農
民
を
革
命
運
動
の

軌
道
に
引
き
入
れ
、
労
農
同
盟
を
実
現
し
て
こ
そ
民
族
革
命
が
成
功

す
る
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
一
九
二
三
年
七
月
を
境
に
革
命
軍
建

設
を
め
ぐ
る
共
産
党
の
認
識
は
大
き
く
改
め
ら
れ
、
農
民
か
ら
新
し

い
軍
隊
を
作
り
出
す
こ
と
が
真
剣
に
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
当
初
、
共
産
党
は
中
国
社
会
に
遍
在
す
る
民
団
と
呼
ば
れ
た

伝
統
的
な
民
間
武
装
団
体
を
活
用
し
、
そ
れ
を
革
命
軍
に
改
編
す
る

方
法
を
考
え
て
い
た
。
だ
が
、
広
東
省
や
湖
南
省
な
ど
に
お
け
る
い

く
ら
か
の
実
践
を
経
て
、
民
団
を
そ
の
ま
ま
革
命
運
動
に
取
り
込
む

こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
民
間
武
装
団
体
は
地
主
、
商
人
、
あ
る
い
は
郷
紳
の
指
図
に
よ

っ
て
動
き
が
ち
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
九
二
三
年
末
か

ら
二
四
年
初
頭
に
か
け
て
、
共
産
党
は
既
存
の
民
間
武
装
団
体
を
そ
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の
ま
ま
活
用
し
て
農
民
を
軍
隊
へ
動
員
す
る
と
い
う
方
針
を
見
直
し
、

農
民
自
衛
軍
と
称
さ
れ
る
新
た
な
農
民
の
武
装
団
体
を
組
織
す
る
方

針
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
っ
た
。
農
民
自
衛
軍
に
は
、
農
民
の
労

働
・
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
農
民
運
動
の
成
果
を
守
る
と
同
時
に
、

革
命
軍
に
兵
士
を
供
給
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、

共
産
党
の
革
命
軍
建
設
構
想
は
、
明
瞭
な
形
で
農
村
に
お
け
る
社
会

変
革
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

阿
南
君
は
本
章
に
お
い
て
瞠
目
す
べ
き
新
事
実
を
語
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、

共
産
国
際
有
関
中
国
革
命
的
資
料

や

共
産

国
際
、
聯
共
（
布
）
与
中
国
革
命
档
案
資
料
叢
書

な
ど
の
史
料
を

用
い
て
、
中
国
共
産
党
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
圧
力
を
受
け
て
徐
々
に

農
民
へ
の
態
度
を
改
め
、
農
民
を
動
員
し
て
革
命
の
た
め
の
軍
隊
を

建
設
す
る
方
針
を
固
め
て
ゆ
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
章

が
毛
沢
東
以
前
の
革
命
軍
建
設
の
構
想
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た

か
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
述
の
よ
う
な
研
究
上
の
欠
落
部
分
を

埋
め
た
点
は
評
価
で
き
る
。

第
2
章
に
お
い
て
は
、
国
共
合
作
期
の
広
東
省
に
お
い
て
、
国
共

両
党
が
組
織
し
た
農
民
自
衛
軍
の
発
展
過
程
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
政
治
勢
力
は
一
九
二
四
年
三
月
以
降
、
農
民
自

衛
軍
の
設
置
に
関
す
る
諸
規
定
を
定
め
、
広
東
省
の
多
く
の
県
で
農

民
自
衛
軍
の
建
設
に
着
手
し
た
。
農
民
自
衛
軍
と
は
、
農
民
運
動
の

防
衛
、
治
安
維
持
、
軍
事
作
戦
の
支
援
に
従
事
す
る
準
軍
事
的
組
織

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
組
織
は
革
命
軍
に
訓
練
の
行
き
届
い
た
、

し
か
も
高
い
士
気
を
備
え
た
兵
士
を
供
給
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
農

民
運
動
の
指
導
者
を
育
成
す
る
た
め
に
広
州
に
設
立
さ
れ
た
農
民
運

動
講
習
所
は
、
実
際
に
、
軍
事
に
関
す
る
一
定
の
専
門
知
識
を
備
え

た
農
民
自
衛
軍
の
指
導
者
を
多
数
輩
出
し
、
広
東
省
に
お
け
る
農
民

自
衛
軍
の
急
速
な
拡
大
に
寄
与
し
た
。
だ
が
、
農
民
自
衛
軍
の
拡
大

は
社
会
の
既
得
権
益
層
、
と
り
わ
け
地
主
層
の
強
い
反
発
を
招
き
、

彼
ら
の
支
配
下
に
あ
る
既
存
の
武
装
団
体
と
の
衝
突
が
顕
在
化
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

本
章
に
お
け
る
も
っ
と
も
興
味
深
い
観
察
は
、
な
ぜ
農
民
が
地
主

や
郷
紳
に
よ
っ
て
操
縦
さ
れ
る
既
存
の
武
装
団
体
と
は
別
に
、
国
共

両
党
が
組
織
し
よ
う
と
し
た
新
た
な
武
装
団
体
に
引
き
つ
け
ら
れ
た

か
と
い
う
点
に
関
連
し
て
い
る
。
阿
南
君
の
見
解
で
は
、
一
定
の
地

域
に
お
け
る
宗
族
同
士
の
対
立
を
背
景
と
し
て
、
弱
小
宗
族
が
共
産

党
と
結
び
つ
き
、
有
力
な
宗
族
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
主
た

る
動
機
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
革
命
と
伝
統
的
な
械
闘
（
集
団

間
の
武
器
を
用
い
た
闘
争
）
と
が
融
合
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
共
産
党
は
農
民
を
革
命
に
動
員
し
な
が
ら
、
ロ
ー

カ
ル
な
闘
争
を
有
利
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
農
民
に
利
用
さ
れ
て
も

い
た
の
で
あ
る
。
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国
共
合
作
下
に
お
い
て
農
民
自
衛
軍
は
急
速
に
拡
大
し
た
が
、
農

民
革
命
軍
か
ら
北
伐
を
推
進
す
る
国
民
革
命
軍
へ
の
兵
士
の
供
給
は
、

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
国
民
党
と
共
産
党
は
、
そ
れ

ぞ
れ
自
ら
が
直
接
指
揮
す
る

党
軍

の
建
設
に
乗
り
出
し
て
い
た
。

だ
が
、
阿
南
君
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
国
民
党
の
黄
埔
軍
校
教
導
団

に
せ
よ
、
共
産
党
の
葉
挺
独
立
団
に
せ
よ
、
政
治
委
員
や
党
組
を
通

じ
て
制
度
的
に
は
党
の
指
導
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
金
銭

に
よ
っ
て
募
集
さ
れ
た
兵
士
か
ら
な
る
傭
兵
軍
隊
の
域
を
脱
し
て
い

な
か
っ
た
。
共
産
党
軍
に
つ
い
て
い
え
ば
、
党
組
織
を
内
部
に
抱
え

た
傭
兵
軍
と
農
民
自
衛
軍
と
の
連
携
お
よ
び
融
合
は
進
ま
ず
、
そ
れ

が
ひ
と
つ
の
重
要
な
要
因
と
な
っ
て
、
国
共
合
作
崩
壊
後
に
共
産
党

軍
は
一
連
の
敗
北
を
被
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
3
章
は
海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
実
態
の
再
検
討
に
あ
て
ら
れ
て

い
る
。
海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
と
は
、
一
九
二
七
年
一
一
月
に
共
産
党

が
広
東
省
東
部
の
海
豊
県
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
陸
豊
県
を
占
拠
し
た

後
に
、
こ
れ
ら
両
県
に
ま
た
が
っ
て
打
ち
立
て
、
翌
年
三
月
に
国
民

党
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て
潰
え
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
を
指
す
。
中
国
共

産
党
の
公
式
の
歴
史
に
お
い
て
特
筆
さ
れ
る
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
衞
藤
瀋
吉

海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
史

（
一
九
五

七
）、R.

M
ar
k
s,

(1
9
84),

F.
G
albiati,

(19
8
4)

、

葉
左
能

海
陸
豊
革
命
根
拠
地
史

（
北
京
、
二
〇
〇
〇
）
な
ど
の

詳
細
な
研
究
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
叙
述
は
公
式
の
党
史
か
ら

大
き
く
踏
み
出
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
既
存
の
諸
研

究
に
お
い
て
は
、
彭
湃
と
い
う
日
本
留
学
帰
り
の
党
指
導
者
が
指
揮

す
る
社
会
変
革
が
海
陸
豊
に
お
い
て
画
期
的
な
成
果
を
収
め
、
そ
れ

を
主
た
る
契
機
と
し
て
共
産
党
の
武
装
闘
争
に
農
民
が
広
範
に
動
員

さ
れ
た
と
い
う
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
阿
南
君

は
近
年
新
た
に
利
用
可
能
と
な
っ
た
党
内
文
書
に
基
づ
き
、
こ
の
イ

メ
ー
ジ
を
完
膚
な
き
ま
で
に
覆
し
て
い
る
。

一
九
二
七
年
夏
の
国
共
合
作
崩
壊
後
、
国
民
党
は
広
東
省
に
お
い

て
も
共
産
党
の
掃
討
作
戦
を
展
開
し
、
こ
れ
に
対
し
て
共
産
党
は
江

西
省
か
ら
南
下
し
た
南
昌
蜂
起
軍
（
主
と
し
て
傭
兵
か
ら
な
る
部

隊
）
プ
ラ
ス
農
民
自
衛
軍
に
よ
っ
て
抵
抗
し
た
。
阿
南
君
は
海
陸
豊

に
お
け
る
軍
事
的
な
攻
防
、
お
よ
び
そ
の
際
の
農
民
自
衛
軍
の
闘
い

ぶ
り
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
公
式
の
党
史
そ
し
て
従
来
の
研
究
で

語
ら
れ
る
勇
敢
な
農
民
の
姿
と
は
大
き
く
異
な
り
、
攻
撃
の
途
中
で

腹
を
す
か
せ
た
農
民
兵
た
ち
は
帰
宅
し
た
い
と
騒
ぎ
出
し
、
戦
闘
場

所
周
辺
の
農
村
で
食
糧
の
略
奪
や
地
主
の
家
屋
の
焼
き
打
ち
を
行
い
、

敵
陣
地
の
攻
略
に
成
功
し
た
場
合
に
備
え
て
略
奪
の
た
め
の
布
袋
を

携
え
て
い
た
。
一
定
期
間
、
共
産
党
の
宣
伝
活
動
に
さ
ら
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
民
た
ち
を
軍
事
作
戦
に
参
加
さ
せ
る
の
は
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容
易
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

共
産
党
の
軍
事
力
を
過
大
評
価
し
た
敵
が
逃
亡
し
た
こ
と
も
幸
い

し
、
ど
う
に
か
海
陸
豊
を
占
領
し
た
共
産
党
は
、
来
る
べ
き
国
民
党

軍
と
の
大
規
模
な
衝
突
に
備
え
、
農
民
の
大
々
的
な
動
員
に
乗
り
出

し
た
。
そ
の
た
め
の
手
段
が
、
地
主
か
ら
の
土
地
の
没
収
と
貧
困
農

民
へ
の
土
地
の
分
配
を
内
容
と
す
る
土
地
革
命
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

阿
南
君
は
、
当
時
の
党
内
文
書
の
綿
密
な
検
討
を
通
じ
て
、
通
説
と

は
異
な
り
、
土
地
革
命
は
き
わ
め
て
不
徹
底
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け

る
。
地
主
の
駆
逐
と
農
民
の
債
務
に
関
す
る
文
書
の
焼
却
は
容
易
で

あ
っ
た
が
、
土
地
の
境
界
を
示
す
田
基
（
フ
ィ
ー
ル
ド
・
マ
ー
カ

ー
）
を
破
壊
し
、
従
来
の
所
有
権
を
い
っ
た
ん
解
消
す
る
試
み
は
自

作
農
と
小
作
農
の
頑
強
な
抵
抗
に
直
面
し
た
と
い
う
。
す
で
に

永

代
小
作

と
な
っ
て
い
た
貧
し
い
農
民
た
ち
は
、
地
主
が
去
っ
た
後
、

地
主
か
ら
借
り
て
い
た
土
地
を
占
拠
し
た
。
さ
ら
に
、
海
陸
豊
に
お

け
る
共
産
党
の
武
力
の
中
核
を
な
し
て
い
た
農
民
自
衛
軍
お
よ
び
外

来
の
兵
士
た
ち
に
対
し
て
土
地
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

結
局
、
海
陸
豊
に
お
け
る
共
産
党
の
戦
力
は
、
土
地
の
分
配
を
一
切

受
け
ず
、
わ
ず
か
な
金
銭
と
引
き
換
え
に
武
力
を
提
供
す
る
傭
兵
に

大
き
く
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
土
地
革
命
と

軍
隊
建
設
の
間
に
有
機
的
な
関
連
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
。

海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
、
一
九
二
八
年
三
月
に
国
民
党
軍
の
大
規

模
な
攻
撃
を
受
け
る
と
、
ま
た
た
く
間
に
制
圧
さ
れ
た
。
民
衆
に
よ

る
組
織
的
抵
抗
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
ま
た
抵
抗
し
た
場
合
で
も

連
発
式
ラ
イ
フ
ル
銃
と
重
機
関
銃
で
武
装
し
た
敵
の
前
に
は
農
民
部

隊
は
無
力
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
阿
南
君
は
海
陸
豊
に
お
け
る
共

産
党
の
活
動
は
、
土
地
革
命
お
よ
び
そ
れ
と
連
動
し
た
農
民
の
動
員

が
画
期
的
な
成
果
を
上
げ
た
事
例
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
そ
れ
ら
に

関
す
る
試
行
錯
誤
の
事
例
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
結
論
付
け
る
の

で
あ
る
。

長
大
な
第
4
章
に
お
い
て
、
阿
南
君
は
海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
崩

壊
後
、
中
国
共
産
党
が
広
東
省
東
部
に
構
築
し
た
根
拠
地
に
お
け
る

党
、
軍
、
社
会
の
関
係
を
き
わ
め
て
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
こ
の
根

拠
地
（
東
江
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
）
は
、
日
本
や
欧
米
の
文
献
で
は
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
共
産
党
支
配
地
域
で
あ
る
。

海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
潰
え
去
っ
た
後
、
彭
湃
に
指
導
さ
れ
る
残

存
勢
力
は
大
南
山
に
移
動
し
、
そ
こ
に
た
て
こ
も
っ
た
。
だ
が
、
党

の
上
級
機
関
と
下
級
機
関
の
対
立
、
兵
士
の
逃
亡
、
当
地
の
民
衆
の

紅
軍
加
入
へ
の
消
極
的
な
姿
勢
な
ど
が
災
い
し
て
、
も
ち
こ
た
え
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
阿
南
君
は
東
江
地
区
の
指
導
機
関
で
あ
っ

た
東
江
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
海
豊
県
出
身
者
で
占
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
下
級
機
関
で
あ
る
潮
陽
県
委
員
会
の
不
満
と
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大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
、
広
東
省
委
、
東
江
特
別
委
、
そ
し

て
潮
陽
県
委
の
文
書
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

大
南
山
の
根
拠
地
は
、
一
九
二
八
年
六
月
ま
で
に
崩
壊
し
た
が
、

残
存
勢
力
は
さ
ら
に
険
し
い
八
郷
山
に
た
て
こ
も
り
、
国
民
党
軍
と

戦
っ
た
。
八
郷
山
に
お
け
る
共
産
党
勢
力
の
基
盤
と
な
っ
た
の
が
、

当
地
の
有
力
宗
族
と
対
立
し
て
い
た
複
数
の
相
対
的
に
弱
い
宗
族
で

あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
宗
族
は
、
水
上
交
通
の
要
所
で
あ
る
県
城

を
支
配
す
る
有
力
宗
族
と
対
抗
す
る
た
め
に
共
産
党
に
接
近
し
た
の

で
あ
っ
た
。
一
方
、
共
産
党
勢
力
の
討
伐
に
向
か
っ
た
国
民
党
軍
も

ま
た
有
力
宗
族
の
私
兵
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
。
か
く
し
て
、
阿

南
君
に
よ
れ
ば
、
国
共
対
立
は
末
端
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
伝
統
的

な
械
闘
の
延
長
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

阿
南
君
は
八
郷
山
で
残
存
部
隊
お
よ
び
国
民
党
軍
か
ら
寝
返
っ
た

兵
士
を
か
き
集
め
て
編
成
さ
れ
た
紅
六
軍
の
行
動
に
つ
い
て
、
と
り

わ
け
綿
密
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
部
隊
は
営
利
誘
拐
、
略
奪
、

婦
女
の
売
買
に
よ
っ
て
自
ら
を
経
済
的
に
支
え
、
国
民
党
支
配
地
域

の
民
衆
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
地
主
は

豚

と
呼
ば
れ
、
繰
り

返
し
誘
拐
さ
れ
、
そ
の
度
に
身
代
金
を
取
ら
れ
た
。
少
な
か
ら
ず
の

兵
士
は
傭
兵
で
、

博
や
ア
ヘ
ン
吸
引
と
い
っ
た
悪
習
に
染
ま
り
、

金
が
な
け
れ
ば
仕
事
を
し
な
い

と
い
っ
た
有
様
で
あ
っ
た
。
と

は
い
え
、
営
利
誘
拐
や
略
奪
の
ゆ
え
に
、
下
層
の
共
産
党
組
織
は
あ

る
程
度
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

県
委
員
会
の
収
入
の
ほ
う
が
、
そ
の
上
位
に
あ
る
広
東
省
委
員
会
よ

り
も
豊
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。

東
江
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
に
お
け
る
土
地
改
革
の
実
態
に
つ
い
て
も
、

阿
南
君
は
入
念
に
調
べ
て
い
る
。
現
在
の
中
国
の
諸
文
献
は
、
同
地

区
に
お
い
て
一
九
二
九
年
末
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
土
地
の

没
収
・
分
配
が
本
格
的
に
行
わ
れ
、
こ
れ
が
民
衆
の

革
命
情
熱

を
呼
び
覚
ま
し
、
彼
ら
を
積
極
的
な

参
軍
参
戦

に
導
い
た
と
い

う
論
理
を
共
有
し
て
い
る
。
だ
が
、
阿
南
君
は
広
東
省
委
お
よ
び
各

県
委
の
文
書
を
照
合
し
、
土
地
革
命
が
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
成
果
を

収
め
て
お
ら
ず
、
多
く
の
村
落
に
お
い
て
自
作
農
と
小
作
農
が
自
ら

の
耕
作
地
を
手
放
す
こ
と
に
執
拗
に
抵
抗
し
つ
づ
け
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
阿
南
君
に
よ
れ
ば
、
東
江
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
域
内
で

は
、
土
地
の
没
収
・
分
配
が
ま
っ
た
く
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
村
落
が

大
半
を
占
め
、
実
際
に
没
収
・
分
配
が
行
わ
れ
た
村
落
は

赤
色
郷

村

の
三
割
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
誰
の
土
地
を
没
収
の

対
象
と
す
る
か
を
め
ぐ
る
党
中
央
お
よ
び
広
東
省
委
の
路
線
が
定
ま

ら
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
村
落
に
お
い
て
階
級
の
境
界
を
ま
た

い
で
作
用
す
る
宗
族
の
結
束
力
を
党
が
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
土
地
改
革
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
こ
と
に

業
を
煮
や
し
た
広
東
省
委
お
よ
び
各
県
委
は
、
や
が
て
そ
れ
を
富
農
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と
結
託
し
て
党
を
内
部
か
ら
破
壊
し
よ
う
と
す
る

A
B
団
（
ア
ン

チ
・
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
団
）
の
陰
謀
に
よ
る
も
の
と
し
、
基
層
レ
ベ
ル

に
お
け
る
党
組
織
を
強
引
に
改
造
し
よ
う
と
し
て
大
規
模
な
粛
清
に

走
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
阿
南
君
は
い
ま
だ
に
そ
の
実
態

が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
一
九
三
一
年
の
大
規
模
な
党
内
粛
清
が
、
広

東
東
部
に
お
い
て
は
農
村
に
お
け
る
土
地
改
革
の
行
き
詰
ま
り
を
背

景
と
し
て
い
た
こ
と
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
阿
南
君
は
、
海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
と
同
様
、
東
江

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
区
に
お
い
て
も
、
共
産
党
の
行
っ
た
社
会
変
革
の
結
果
、

農
民
が
獲
得
し
た
利
益
を
守
る
た
め
に
積
極
的
に
軍
を
支
援
し
、
ま

た
そ
れ
に
参
加
す
る
と
い
う
構
図
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
土
地
革
命
は
あ
ま
り
に
も
不
徹
底
で
あ

っ
た
し
、
紅
軍
は
社
会
か
ら
の
支
持
を
受
け
る
ど
こ
ろ
か
、
社
会
に

対
す
る
収
奪
に
よ
っ
て
自
己
保
存
を
図
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

農
民
が
紅
軍
へ
の
加
入
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
紅

軍
部
隊
は
戦
う
ほ
ど
に
兵
力
を
消
耗
し
、
国
民
党
軍
が
一
九
三
二
年

三
月
に
大
兵
力
を
も
っ
て
掃
討
作
戦
を
展
開
す
る
と
容
易
に
瓦
解
し

た
。
阿
南
君
の
み
る
と
こ
ろ
、
紅
軍
は
国
民
党
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て

滅
ん
だ
と
い
う
よ
り
、
敵
の
攻
撃
を
き
っ
か
け
と
し
て
生
じ
た
味
方

の
裏
切
り
、
逃
亡
兵
の
大
量
出
現
、
そ
し
て
社
会
か
ら
の
孤
立
に
よ

っ
て
自
壊
し
た
と
理
解
す
る
ほ
う
が
適
切
な
の
で
あ
る
。

最
後
の
結
論
に
お
い
て
、
阿
南
君
は
各
章
の
要
点
を
振
り
返
っ
た

後
、
な
ぜ
十
分
な
社
会
変
革
を
伴
わ
ず
と
も
、
中
国
共
産
党
が
自
ら

の
旗
の
も
と
で
戦
う
武
装
集
団
を
形
成
し
、
維
持
で
き
た
の
か
を
論

じ
て
い
る
。
阿
南
君
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
一
九

世
紀
以
来
の
相
次
ぐ
戦
乱
に
よ
っ
て
す
で
に
高
度
に
武
装
化
さ
れ
て

い
た
広
東
の
社
会
に

溢
れ
る
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
武
装
農
民
と

武
器
弾
薬

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
武
力
に
よ
っ
て
生
存
の
確
保

と
貧
困
か
ら
の
脱
出
を
目
論
む
人
々
が
大
量
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
、

ま
た
軍
隊
や
匪
賊
に
よ
る
収
奪
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
社
会
が
宗
族
、

村
落
、
市
場
町
を
単
位
と
し
て
武
装
し
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
っ

た
。
実
際
、
民
間
の
武
装
組
織
は
ラ
イ
フ
ル
銃
ど
こ
ろ
か
、
水
冷
式

機
関
銃
さ
え
備
え
て
い
る
場
合
が
多
々
あ
り
、
広
東
の
農
村
で
は
、

鋤
や
鍬
を
手
に
持
ち
、
肩
か
ら
ラ
イ
フ
ル
銃
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
る
農

民
は
珍
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

阿
南
君
に
よ
れ
ば
、
共
産
党
が
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
備
え
た
広
東

省
の
農
村
に
分
け
入
っ
た
と
き
、
同
党
に
接
近
し
て
き
た
の
は
、

往
々
に
し
て
有
力
宗
族
と
械
闘
を
展
開
し
て
い
た
、
す
で
に
武
装
化

さ
れ
た
弱
小
宗
族
で
あ
っ
た
。
阿
南
君
は
、
広
東
省
に
お
け
る
共
産

党
の
軍
事
力
を
構
成
し
た
農
民
自
衛
軍
お
よ
び
そ
の
後
身
で
あ
る
赤

衛
隊
、
さ
ら
に
紅
軍
の
い
ず
れ
も
黄
埔
軍
官
学
校
の
卒
業
生
に
よ
っ

て
指
揮
・
訓
練
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
こ
う
し
た
軍
事
専
門
家
の
存
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在
が
、
弱
小
宗
族
が
共
産
党
に
頼
ろ
う
と
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
共
産
党
の
旗
の
下
に
集
ま

っ
た
武
装
農
民
は
、
同
党
が
掲
げ
た

反
動
派
の
財
産
の
没
収

の

た
め
に
戦
う
こ
と
に
な
る
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
敵
対
す
る

宗
族
の
撲
滅
と
同
義
語
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
、
社
会
変
革
と
は
異
な
る
論
理
に
よ
っ
て
、
共
産
党
は

軍
事
力
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
軍
事
力
が
山
岳

地
帯
の
地
の
利
を
活
か
し
て
国
民
党
軍
部
隊
を
撃
破
し
た
場
合
に
は
、

武
器
、
弾
薬
、
兵
士
が
新
た
に
獲
得
さ
れ
、
戦
闘
力
を
増
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
共
産
党
に
と
っ
て
軍
の
拡
大
は
土
地
革
命
に
頼
ら
ず
と

も
十
分
可
能
で
あ
り
、
逆
に
土
地
改
革
に
よ
る
軍
の
拡
大
は
困
難
で

あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
阿
南
君
は
、
こ
の
よ
う
な
観

察
結
果
は
同
時
期
の
他
の
共
産
党
根
拠
地
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と

符
合
す
る
し
、
日
中
戦
争
期
以
降
の
共
産
党
、
軍
、
そ
し
て
社
会
と

い
う
三
者
の
関
係
に
も
当
て
は
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と
示
唆
し
て
論

文
を
結
ん
で
い
る
。

2

本
論
文
の
評
価

本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
と
し
て
、
以
下
の
相
互
に
関
連
す
る
三

つ
の
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、

広
東
革
命
歴
史
文
件
彙
集

や
広
東
省
档
案
館
所
蔵

史
料
と
い
っ
た
近
年
新
た
に
利
用
可
能
と
な
っ
た
史
料
を
駆
使
し
て
、

海
陸
豊
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
お
よ
び
東
江
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
実
態
に
関
し
、
通

説
と
は
大
き
く
異
な
る
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

阿
南
君
は
た
ん
に
档
案
館
史
料
を
綿
密
に
調
べ
た
だ
け
で
な
く
、
指

導
者
の
回
想
録
と
当
時
の
文
書
と
の
比
較
を
執
拗
に
行
い
、
さ
ら
に

国
民
党
側
の
史
料
と
共
産
党
側
の
史
料
を
注
意
深
く
照
合
し
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
努
力
が
本
研
究
に
実
証
面
で
の
奥
行
き
と
手
堅
さ
を

与
え
て
い
る
。

阿
南
君
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
二
つ
の
共
産
党
支
配
地
域
に
お
い
て
、

土
地
改
革
は
地
主
だ
け
で
な
く
自
作
農
や
小
作
農
か
ら
も
強
い
反
発

を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
き
わ
め
て
不
徹
底
な
内
容
で
あ
っ
た
。
農
民

は
自
ら
の
生
活
圏
の
な
か
で
補
助
的
な
軍
事
活
動
を
行
う
農
民
自
衛

軍
や
赤
衛
隊
に
は
参
加
す
る
も
の
の
、
故
郷
を
離
れ
て
戦
う
紅
軍
に

は
参
加
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
傷
病
兵
の
受
け
入
れ
を
拒

否
す
る
な
ど
紅
軍
を
支
援
し
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
赤
衛

隊
と
紅
軍
は
、
匪
賊
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
な
く
他
地
域
、
あ
る

い
は

反
動
諸
階
級

と
さ
れ
た
人
々
の
収
奪
に
熱
心
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
組
織
を
維
持
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
土
地

革
命
を
通
じ
て
新
た
に
土
地
を
分
配
さ
れ
た
農
民
た
ち
が
革
命
の
成

果
を
守
る
た
め
に
勇
躍
し
て
紅
軍
に
馳
せ
参
じ
る
と
い
う
光
景
は
ど

こ
に
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
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共
産
党
が
成
し
遂
げ
た
と
主
張
す
る
土
地
革
命
の
実
際
に
は
ひ
ど

く
乏
し
い
成
果
と
、
略
奪
や
営
利
誘
拐
に
よ
っ
て
財
政
を
賄
お
う
と

す
る
県
レ
ベ
ル
以
下
の
党
組
織
と
い
う
姿
は
、
同
時
期
の
鄂
豫
皖
根

拠
地
や
閩
西
根
拠
地
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
初
め

て
描
き
出
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
長
い
間
中
国

革
命
の

聖
地

と
目
さ
れ
て
き
た
場
所
に
お
い
て
さ
え
、
類
似
し

た

革
命
運
動

の
実
態
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
点
は
重
要
な
貢
献
と
み
な
し
う
る
。

第
二
に
、
中
国
共
産
党
の
軍
隊
建
設
の
過
程
を
、
そ
の
構
想
段
階

か
ら
国
共
合
作
時
期
お
よ
び

土
地
革
命
戦
争
時
期

に
お
け
る
実

践
に
至
る
ま
で
、
広
東
省
と
い
う
地
域
に
即
し
て
詳
細
に
明
ら
か
に

し
た
点
で
あ
る
。
共
産
党
の
軍
隊
建
設
に
関
し
て
は
、
す
で
に
宍
戸

寛

中
国
紅
軍
史

（
一
九
七
九
）、C

h
e
n

Y
u
n
g‐
fa,

(1
9
8
6)

、
宍
戸
・
馬
場
・
佐
藤
・
内
田
・
三
好

中
国

八
路
軍
・
新
四
軍
史

（
一
九
八
九
）、
三
好
章

摩
擦
と
合
作

（
二
〇
〇
六
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
が
、
共
産
党
が
最
初
に
農
民
を

動
員
し
て
革
命
軍
隊
を
組
織
し
よ
う
と
試
み
た
広
東
省
に
焦
点
を
当

て
て
同
党
の
努
力
と
そ
の
限
界
を
包
括
的
に
描
い
た
著
作
は
、
本
論

文
の
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
実
証
の
密
度
と
い
う
点
に
お

い
て
も
、
阿
南
君
の
研
究
は
際
立
っ
て
い
る
。
阿
南
君
は
広
東
省
档

案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
共
産
党
広
東
省
委
員
会
、
東
江
特
別
委
員

会
、
そ
し
て
そ
の
下
級
機
関
で
あ
る
各
県
委
員
会
の
文
書
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
紅
六
軍
の
第
四
六
団
、
第

四
七
団
、
第
四
八
団
と
い
っ
た
連
隊
レ
ベ
ル
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
日
の
公
式
党
史
の
記

述
と
は
か
な
り
異
な
る
各
部
隊
の
編
制
や
兵
力
の
実
状
が
、
ラ
イ
フ

ル
保
有
率
、
準
備
さ
れ
て
い
る
弾
薬
量
、
兵
士
に
与
え
ら
れ
た
給
与

と
小
遣
い
銭
の
額
ま
で
含
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
共
産

党
の
軍
隊
を
描
い
た
従
来
の
他
の
文
献
と
比
べ
て
特
筆
す
べ
き
は
、

阿
南
君
が
共
産
党
の
軍
事
活
動
を
地
域
社
会
の
動
き
と
関
連
付
け
て

描
い
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
中
国
革
命
史
の
新
た
な
描
き
方
を
提
示

し
た
点
で
あ
る
。
紅
軍
が
ど
の
程
度
ま
で
共
産
党
が
支
配
す
る
地
域

の
社
会
に
根
差
し
て
い
た
か
（
あ
る
い
は
い
な
か
っ
た
か
）
に
関
す

る
分
析
は
、
い
ま
や
一
九
三
〇
年
代
を
超
え
て
日
中
戦
争
期
、
そ
し

て
国
共
内
戦
期
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
論
文
は
、

現
在
の
新
た
な
史
料
状
況
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
試
み
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
本
論
文
が
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
の
広
東

省
東
部
と
い
う
限
定
さ
れ
た
空
間
的
・
時
間
的
範
囲
を
超
え
て
、
他

の
共
産
党
根
拠
地
お
よ
び
日
中
戦
争
時
期
以
降
の
中
国
革
命
史
の
考

察
の
た
め
の
い
く
つ
か
の
重
要
な
視
点
を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
共
産
党
の
基
層
組
織
が
、
現
地
の
宗
族
と
融
合
し
て
い
た
点
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が
注
目
さ
れ
る
。
現
地
で
比
較
的
劣
勢
な
宗
族
と
の
一
体
化
に
よ
っ

て
、
共
産
党
は
農
村
社
会
に
根
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、

ま
さ
に
そ
れ
に
よ
っ
て
同
党
の
社
会
変
革
は
大
い
に
制
約
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
連
関
は
宗
族
が
比
較
的
発
達
し
て
い
た
広

東
省
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
の
み
確
認
し
う
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
江
西
省
と
湖
南
省
の
境
に
位
置
す
る
井
岡
山
根
拠
地

に
関
す
る
孫
江

革
命
、
土
匪
と
地
域
社
会

（
二
〇
〇
六
）、S.

C.
A
v
erill,

(2
00
6)

、
鄭
浩
瀾

中
国
農
村
社
会
と
革
命

（
二
〇
〇
九
）
な
ど
の
近
年
の
研
究
に
お

い
て
も
、
党
組
織
と
匪
賊
組
織
、
宗
族
と
の
密
接
な
関
係
が
語
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
は
、
共
産
党
が
農
村
で

革
命
運
動
を
展
開
す
る
に
際
し
て
伝
統
的
諸
集
団
が
果
し
た
両
義
的

な
役
割
に
よ
り
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
中
国
共
産
党
の
軍
事
力
は
同
党
が
社
会
変
革
を
試
み
た
地

域
社
会
に
支
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
観
察
結
果
も
、
例
え
ば
、

陳
耀
煌

内
生
抑
外
塑
│
│
河
北
地
区
的
共
産
革
命
、
一
九
二
一
～

一
九
四
九

（
台
湾
・
国
立
政
治
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
五
）
に

描
か
れ
て
い
る
日
中
戦
争
期
の
八
路
軍
と
地
域
社
会
と
の
関
係
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
共
産
党
が
民
衆
を
革
命

に
動
員
し
よ
う
と
す
る
と
民
衆
は
暴
走
し
て
制
御
不
能
に
な
り
が
ち

で
あ
り
、
そ
の
た
め
社
会
が
軍
を
支
え
る
と
い
う
構
図
が
生
ま
れ
ず
、

結
局
、
根
拠
地
の
防
衛
と
拡
大
は
外
来
の
部
隊
に
依
存
す
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
察
は
、
中
国
革
命
が
い
か

な
る
意
味
で
、
ま
た
ど
の
程
度
ま
で

民
衆
革
命

で
あ
っ
た
か
と

い
う
根
本
的
な
問
題
に
再
び
研
究
者
を
力
強
く
引
き
戻
す
で
あ
ろ
う
。

本
論
文
は
以
上
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
が
、
い
く
つ
か
の
課
題

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
は
記
述
の
仕
方
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
第
1
章
の
記
述
は
時
間
的
に
い
く
ら
か
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
い

て
議
論
の
展
開
を
追
い
に
く
く
、
ま
た
長
大
な
第
4
章
に
お
け
る
紅

軍
の
各
連
隊
の
動
き
に
関
す
る
記
述
は
、
詳
細
す
ぎ
る
が
ゆ
え
に
、

や
や
読
み
に
く
さ
を
覚
え
る
。
さ
ら
に
、
用
語
を
必
要
以
上
に
括
弧

で
く
く
る
傾
向
も
目
に
つ
か
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
は
、

本
論
文
を
刊
行
す
る
際
に
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
に
、
阿
南
君
は
序
論
に
お
い
て

軍
事
科
学
の
概
念
や
理
論

を
用
い
て

共
産
党
の
軍
事
力
の
歴
史
的
分
析
を
行
う
必
要
性
を
う

た
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
着
想
は
本
論
文
の
議
論
に
十
分

に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
た
し
か
に
、
阿
南
君
が
主

張
す
る
よ
う
に
、
将
兵
の
待
遇
（
給
料
、
昇
進
、
特
典
）、
戦
闘
で

の
死
傷
率
、
負
傷
・
発
病
し
た
兵
士
に
対
す
る
治
療
・
補
償
、
戦
死

者
の
扱
い
、
将
兵
に
よ
る
脱
走
・
略
奪
・
反
乱
な
ど
の
逸
脱
行
為
に

対
す
る
対
処
、
兵
士
の
練
度
・
経
験
・
装
備
、
偵
察
や
部
隊
間
の
情

報
の
共
有
の
仕
方
な
ど
の
問
題
は
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
動
員
の
成
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否
や
軍
事
力
の
質
を
査
定
し
、
ま
た
紅
軍
を
他
の
軍
隊
と
比
較
す
る

際
の
重
要
な
材
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
の
随
所
に
、
兵
器
の

質
の
問
題
が
個
々
の
戦
闘
の
帰
趨
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
関
す

る
興
味
深
い
指
摘
が
み
ら
れ
る
が
、
阿
南
君
自
身
が
提
起
し
た
視
点

か
ら
の
議
論
を
十
分
に
展
開
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
本
論
文
も
ま
た
、
近
年
次
々
に
現
れ
た
中
国
革

命
に
関
す
る
修
正
主
義
的
文
献
に
共
通
す
る
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

も
し
本
論
文
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
日
中
戦
争
を
迎
え
る
ま
で
、

中
国
共
産
党
が
行
っ
た
革
命
は
徹
底
し
た
社
会
変
革
を
伴
っ
て
お
ら

ず
、
同
党
の
軍
事
力
は
社
会
に
よ
っ
て
不
十
分
に
し
か
支
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
党
の
最
終
的
勝
利
に
向

か
う
道
筋
を
ど
の
よ
う
に
展
望
で
き
る
か
と
い
う
点
が
そ
れ
で
あ
る
。

阿
南
君
は
本
論
文
の
結
論
を
、
日
中
戦
争
期
に
土
地
革
命
が
基
本
的

に
棚
上
げ
さ
れ
た
後
、
一
九
四
六
年
か
ら
始
ま
る
国
共
内
戦
期
に
お

い
て
も
土
地
革
命
が
共
産
党
の
軍
隊
の
拡
大
と
強
化
に
直
接
結
び
つ

い
た
か
疑
わ
し
い
と
暗
示
し
て
終
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
阿

南
君
は
な
お
さ
ら
共
産
党
が
推
進
し
た
革
命
の
過
程
と
結
末
（
最
終

的
勝
利
）
と
を
ど
の
よ
う
に
結
び
直
す
か
と
い
う
難
問
を
重
く
背
負

い
込
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
阿
南
君
自
身
は
こ
の
問
題
に
気
付
い

て
お
り
、
本
論
文
の
な
か
で
解
決
の
糸
口
を
い
く
ら
か
示
唆
し
て
い

る
と
は
い
え
、
十
分
納
得
の
ゆ
く
解
答
を
見
出
す
こ
と
は
、
今
後
の

課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

結
論以

上
の
よ
う
な
若
干
の
課
題
を
残
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
論
文
が
現
在
利
用
し
う
る
限
り
の
史
料
を
駆
使
し
て
、
一
九
二
〇

年
代
か
ら
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
中
国
共
産
党
、
紅
軍
、
広
東
省
の

社
会
と
い
う
三
者
の
関
係
を
解
明
し
、
共
産
党
が
活
動
し
た
他
の
地

域
に
も
適
用
可
能
な
分
析
視
角
を
開
拓
し
た
学
問
的
意
義
は
き
わ
め

て
大
き
い
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
阿
南
友
亮
君
の
研

究
が
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十

分
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
備
え
て
い
る
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
二
年
一
〇
月
七
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